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である。   
以前、イギリスの新聞に、東京の道路工事の写真が載った。工事でアスファルト道路に  




































ー126－   
要な仕事の一つは、クウェート国立博物館の所蔵品が、古美術市場に出るのを見張ること  






































































－128－   
































った。   
バスラは戦略的な拠点であるが、考古学的にも重要である。数十年前、イラクの考古学  
者はここで陶磁器の窯跡を発見したという。ただし、研究の報告書はない。私がアラビア  






車   
日本は欧米の賑でアラブを見ていた。欧米という色付きガラスを通してアラブを見てい  
たのだ。それは、最近までアラブと付き合いが少なかったからだった。日本人の限で、本  































れなかったはずだった。   
だが、果してそうだろうか。戦争が終わって一年以上が過ぎたころ、やっと遺跡破壊の  
状況が実体をもった内容で話題になってきた。全体の損害を知るには精密な調査と長い年  













































































なのだろうか。   
さて、私が言っていることは、アメリカの爆撃が悪いとか、イラクも被害者だとか、イ  




































































という。   
イラクの南部と北部は、イラク政府による国内の民族弾圧を止めさせるため、国連が飛  
行禁止区域に指定している。その禁止区域にイラクはミサイルを設置した。そのため、私  
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